
　私と小林さんは一緒に遊んだ従兄弟同
士ですが、私は電波天文観測、小林さん
は素粒子理論ということで、研究上の接点
はあまりありませんでした。仕事で顔を合わ
せるようになったのは、小林さんが 2003 年
に素粒子原子核研究所長になってからで
すね。私はそのころ国立天文台長で、所
長会議などでは席が隣りになるんです。
2004 年の法人化など、大変な時期をともに
乗り越えてきました。
　ただ、大学院時代の若手夏の学校での
交流など、素粒子物理と天文との接点は昔
からある程度はあったのです。私は東京大
学・国立天文台を拠点に研究してきたわけ
ですが、若いころは京都大学の基礎物理
学研究所の研究会によく行きました。湯川
秀樹さんや坂田昌一さん、武谷三男さんた
ちが作った独特の雰囲気・熱気があり、大
変魅力がありました。

大型化する加速器と望遠鏡
　現在、天文学と素粒子物理学はともに大
型科学と言われます。ただやはり、素粒子

のほうが一桁ほど大きい。たとえば 380 億
円かけた「すばる望遠鏡」も、CERNの大
型ハドロン衝突型加速器（LHC）に設置す
る観測装置の一つ「ATLAS」と、ほぼ同じ
規模ですね。素粒子の最先端はより高エネ
ルギーの現象をめざしますから、ますます巨
大な加速器が必要となり、装置の規模は膨
大になりました。
　もちろん、天文学も大望遠鏡が常に最先
端をリードしてきましたし、今後も大型化は進
むでしょう。たとえば第 2の地球を観測し生
命存在を探査するには今の望遠鏡では不
足で、次世代の大望遠鏡に期待がかかりま
す。ただ、宇宙はきわめて多様なので、大
学でもアイデアと中規模装置でいろいろ面
白い勝負をすることができます。その意味
では、天文学はまだ幸せな面もあるかもしれ
ませんね。

究極の謎に迫る
　いま天文学、とくに宇宙論と素粒子論は
がっぷり組んだ近しい分野ですが、さらに関
係は密接になっていくはずです。物質の起

源を探る素粒子論と、膨張宇宙の起源を
探る宇宙論は、結局、同じ目的を追ってい
るからです。この世界を作る物質・力・空
間・時間の成立の謎が、究極の対象なの
です。素粒子論が扱うエネルギーの高さと、
望遠鏡が探る宇宙の深さとが、20 世紀末
ころからいよいよ重なってきたと言ってもいい
でしょう。
　長期的には、重力波望遠鏡と超高エネ
ルギーを狙う宇宙線望遠鏡が面白い。重
力波で日本は三鷹のTAMA300 で先鞭を
付け、神岡に建設をめざす LCGTで最先
端を狙います。重力波検出はもちろん「ノー
ベル賞級」のテーマですが、加速器の真空
技術など、天文と素粒子の技術協力が大
いに役立っています。ダークマターの有力
候補とされる未知の超対称性粒子、重力
の謎に迫る素粒子のひも理論、謎のダーク
エネルギー。天文と素粒子の融合が何を
生み出すか。非常に面白い時代がやって
きたと思います。
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